
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成 21 年 5 月 15 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要： 
本研究は、イタリア・ルネサンス期にヴェネツィアで活躍した画家ヤコポ・ティントレット（1519

―1594）およびその工房を対象に、現在知られている全素描作品をカタログ化する計画の一部

として、英国所蔵の作品をデータベース化するものである。成果として、英国所蔵の素描 164

点のデータを整理し、ヤコポとその工房の素描を初めて一元的にカタログ化することができた。

また、これらの作品に含まれるいくつかの問題（作品の年代づけ、作者判定など）について新

知見を得ることができた。 
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  年度  
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１．研究開始当初の背景 

研究開始の時点で、ティントレット素描ある

いはティントレット派素描のカタログ化の

試みはふたつあった。第一に、ハンス・ティ

ーツェとエリカ・ティーツェ=コンラートに

よる『ヴェネツィア画家の素描』（1944）、第

二に、パオラ・ロッシによる『ヤコポ・ティ

ントレットの素描』(1975)である。前者はテ
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ィントレット派全体を扱っており、きわめて

重要な基礎研究であるが、刊行からすでに 60

年以上を経て、その情報は現在の研究状況に

照らして根本的な改訂を必要としていた。後

者はより新しい情報に基づく著作であるが、

対象作品は著者がヤコポ・ティントレットの

真筆と判断したものに限定されており、息子

ドメニコ・ティントレットの重要な作品グル

ープをはじめ、多くの周辺作品は議論の対象

外に置かれている。従って、最新の研究に基

づくティントレット派全般を対象としたカ

タログ化の試みはいまだ行なわれていなか

った。 

 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は、ティントレット派による現

存素描作品を網羅した総目録を作成するこ

とを最終的な目標とし、今回の研究課題にお

いては英国の諸コレクションに所蔵される

素描をカタログ化することを目的とした。現

在知られるティントレット派素描は 450～

500 点前後の数にのぼり、そのうち約３分の

１程度が英国のコレクションに属している。

主たる所蔵先は大英博物館、ヴィクトリア・

アンド・アルバート美術館、フィッツウィリ

アム美術館、アシュモリアン美術館、クライ

スト・チャーチ絵画館などである。本研究は、

これらの英国所蔵作品について可能な限り

実見調査を行ない、作者推定と年代推定の検

討を経て、詳細なデータと考察を付したカタ

ログを実際に作成するものである。 

 

 
３．研究の方法 

本研究は素描作品のカタログ化を目指すも

のであるので、基本的研究方法は概略以下の

手順で行なわれた。 

(1) カタログの入力フォーマットの検討（市

販のデータベース・ソフトを使用） 

(2) 作品写真、あるいはデジタル画像の収集 

(3) 関連データ、特に文献データの把握と収

集 

(4) 実見調査および質的・技法的検討 

(5) 関連作品および年代推定に関する検討 

(6) カタログ項目の入力（文字データおよび

画像データ） 

カタログのデータは国際的通用性を考慮し

てすべて英文で入力した。 

 

 
４．研究成果 

(1) 基本的成果（カタログ作成） 

本研究により、現在英国の諸コレクション

（ケンブリッジ、フィッツウィリアム美術館

／エディンバラ、スコットランド・ナショナ

ル・ギャラリー／ロンドン、大英博物館／ロ

ンドン、ヴィクトリア・アンド・アルバート

美術館／オックスフォード、アシュモリアン

美術館／オックスフォード、クライスト・チ

ャーチ絵画館／ウィンザー、英国王室図書

館）に所蔵される計 164 点のティントレット

派素描のデータが画像を含めてデジタル・デ

ータとしてカタログ化された。これにより、

これまで部分的に文献に言及されてきたこ

れらの作品が、初めて画像とともに一元的に

参照可能となった。デジタル形式でカタログ

化したことにより、検索・参照を容易に行な

うことができ、同一モティーフを描いた作品

や、同一の制作計画に関連した作品をグルー

プ化して参照することも容易にできるよう

になった。 

とはいえ、本研究成果はあくまでも、世界

各地に現存する約 450点のティントレット派

素描をすべてカタログ化する作業の一部で

あり、その第一段階として位置づけられる。



 

 

今後の展望として、第二に大きなグループを

なすイタリア所蔵の素描作品、さらに、その

他の国に所蔵される作品群を同一の形式で

整理し、最終的に現在知られるティントレッ

ト派素描の全作品カタログを完成させるこ

とが今後の具体的課題である。 

 

(2) ティントレット派素描に関する個別の

新知見 

作品の整理・検討の過程で、いくつかの点

で新たな知見を得ることができた。第一に、

大英博物館に所蔵されるドメニコ・ティント

レットの素描群の検討を通じて、これまで非

常にあいまいに認識されてきた同画家の素

描様式の編年的展開について、新たな指標を

得ることができた。この成果は、論文「ドメ

ニコ・ティントレットの油彩素描―編年上の

指標に関する基礎考察」として執筆し、2010

年初頭に刊行予定である。 

第二に、素描作品の検討の過程で、ヴェロ

ーナ出身の版画家ヤコポ・カラーリオのエロ

ティック版画がティントレット工房の形態

のレパートリーの重要な着想源になってい

たことを発見できた。この成果は、2008 年 3

月に国立西洋美術館で開催された国際シン

ポジウム『ルネサンスのエロティック美術』

にてイタリア語で口頭発表（Echi delle 

stampe erotiche di Jacopo Caraglio nella 

pitturta veneziana）し、同シンポジウムの

欧 文 報 告 書 「 L’arte Erotica del 

Rinascimento. Atti del colloquio 

internazionale」に掲載して刊行した（2009

年 3 月）。 

第三に、ティントレット工房で繰り返し描

かれた小型の彫刻モデルのうち、「アトラス

像」と呼ばれる一群の素描につき検討し、そ

のモデルが現在ロンドンのヴィクトリア・ア

ンド・アルバート美術館に所蔵される小型の

彫像にほかならないことを発見できた。この

新知見は、若干の付随的情報の確認の必要が

あるため、いまだ執筆を完了していないが、

2009 年中に執筆、2010 年には刊行を予定し

ている。 

第四に、2008 年に行なったフィレンツェの

ウフィツィ美術館に所蔵されるティントレ

ット派素描の調査により、これまでパオラ・

ロッシによってヤコポの作品から除外され

てきた数点の作品が、実際には周辺作ではな

くヤコポ自身の作品とみなし得る、との知見

を得ることができた。この問題は、いまだ論

文化するのは時期尚早であるが、全体計画の

次の段階である「イタリア所蔵作品のカタロ

グ化」において具体的なかたちにしていく予

定である。 
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